
目

漂

群

写

ク

山
コ
素
７
ウ
‐ム

ス
０
／
７
年

７
月
７
ｂ

の
無
・ュ
ロ

欧
？
票
ク

ノ
靖
燿
Ｄ
が
ａ
‘
晨
乙ヽ
７
づ
′

日

２
ｏ
／
７
年

８

●

６
ｏ

ｏ

μ
時

～

場

所

周

ゐ

市

総

合

オ

含

２
Ｆ

ふ

ネ
あ
い
ル
！
（

多

い
つ
も
の

ヤ

２

日
だ

曰

ほ

ド
Ｄ
ぞ

ぉ
盆

の
コ
収
申

に

ぢ
ク

ａ

７

の
ぢ
ヽ
例
舎

こ

一
週

ｎ

Ｄ
す
く
―
ま
Ｉ
Ｆ
・

元
者

郷
′―、
つ
本
征

Ｆ
Ｐ

ス
の
議
洟
会
が

閉

継

ユヽ

ま
先

Ｄ
碑
『
　
２
ｏ
／
７
（１
〃
ｎ
６
０
０

障

咋

～

″
時

３。
分

・

場

飾

　

咽

ｒ

Ｆ
夫

化
会

第

大
テ

ル

、デ
ケ
ー
マ
僣
「日
な
の
‐トフ
心
べ
■
し
ｔ
」
び
礎
“

フ
ク
シ
マ
の
募
・次
こ
経
験
―
た
れ
た

，
の

世
だ
全
体
が
、
主
場

の
う
が
い
ι
麟
え

て
、
キ
を
た

・多
べ
３
主
一こ
ぢ
は
げ
Ｌ
ι
』
Ｐ

，
い
ｏ

國

イ
ベ
ン
ト
僣
埋
騒
は
―
↓

Ｐ
⑫

力 3ダタ多
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山 D早 能瑠 口つ施 町

核

宍

器

蒸

影

日
驚

Ｚ

あ

と
同

封
ｔ
て
い
重
す
。
ま

，
そ

り

村
ｎ

山
口
県

押
写

は
昭

名
じ
づ
ｔ‐

老
う
び

，
該
々
の
方
針

に
突
′ヽ
の
だ

ツ
こ

ヽ
ク

る゙
。
　
，

田

山
Ｄ
県

漁

協
が
れ

色
７

看

ん

ね
々
人
の

れ

ら

久
な
の

ふ
ζ

粋
壕

分
ε
，
ｐ
確
タ
イ
力́
月
の
増

業

椰
城

含
が
ウ

天

引

０

１

る

形

プ

無

理

矢

理

補

脅

一金

ａ

寝

け

取

フヽ
ゼ

よ

う

し

ｔ

た

竹

に

っ
〕
τ

。

入

引

Ｊ

う

る

ヽ
こ

に
ｎ

ｉ

ふ

舌

が
こ

閻

り

♂

「
衝

議

次

‘
′
は
，
一囁
滉
協
バ
勝

子
Ｆ
作
フ
た
も
の
■
Ｅ

老
グ
あ
る
と
し

ｚ
、
７

日
み
日
、
撮
な
０
の
人
た

，
が

え
ガ

岩

回
兵
η

に

ハ

封

生

Ｔ

し

ら

仮

で
分

と

申

し

た

ｚ
。
堵

口

支

却

は
、

白

封

こ

ｇ

月

に

言

′
ろ

さ

う

に

と

Ｖ

，

求

鼻

＾
を

出

し

た

。

支

右

の

子

夕

神

要

金

ス

１２
”″
ナ

ギ
ρ

の
わ

め

み

鞍

Ｄ
は

７
ｎ
ネ

，
ぢ
の
で
間
百
ハ
ρ
あ
ボ
ー
今
回
Ｑ
但
Л
濯
協
の
た
４
う
み

豚
久
敗
に
♂

・つ
た
。
　

ｌ
Ｖ
？
＠

を

求

卜
し
Ｚ
も

ば

ん
と
が
♀

之

二
関

濡

益

計

０

こ

ｇ

子

せ
て
常
も
の
み
な
カ
ｌｉ
ｇ
３
著
労
ふ
け
響
よク
⑦

仁
―

た

い
も
の

び
♂
・
ｏ

そ

Ｑ
滋
ぁ

れ
Ｉ
″
文

六
，

Ｗ
多
「
に
や

び
し
い
ボ
ス

に
で

，
Ｚ
い
８
９
、

分
、婦
Ｒ
総
謬
ｔ
ｎ
Ｆ
禿
を
とハぶくｚは′，

日

鷹

礎

推

進

人
甲

フ
ラ
ス

・
脱

穏

梃

に
解

′

″
イ
Ｋ

３

Ｓ

ｉ

ｌ
ス
に

″
，
７
，２

争
“け

に
、
７
フ
ン
ス
は

最

大

１７
碁

ｏ
籠

発

豊

魔
貯

ド

７

る

し

い
ク

現

地
ｏ
一一Ｆ

聾

惣

Ｆ

流

ｔ

ｉ
．

老
れ
に
よ
る
し
，
７
７
´
ス
グ
僣
合
許
駄
体
沓
秘
眈
②
枷
七
ι

わ
け
Ｚ
、
２
０
２
∫
常
ま
グ
ド
、
、６
Ｊ
″
エ
ネ

‐レギ
ー
の
者

θ^
ａ
”
％

劇
刊
９
る
ｏ
そ
の
た
め
Ｌ
劉
州
劉
列
刷
剤
釧
創
割
２
・

子

た

。

７
′

ス́
に
Ｆ
Λ
フ
、
“
ヶ
竹
に
男
性
ｏ
Ｆ
ぇ
一が
め
ろ
．
暉
蓄
‘

ミ
０

ら■

―
ス
ａ

″
け

Ｋ

涎

二
披
″
Ｆ

無

び

α゙
ノ
、
他

の
マ
ス
コ
ヽ
■ヽ

含

く
島絆
じ
な
い
。

７
ク

ノヽ
ス
の
司
川
引
引
川
引
判

７
ｎ
ｉｌ
Ｄ
付
ィ

環
↓碗
人
■

２

３
ラ

上

口
乃
バ
が

，

最
び
に
は
，
現

Ｆ

”
碁

あ
る
、

発
の

う
ヽ
／

口
推

ｔ
ハ
じ
る
ミ
こ
卜
■
ろ
だ
ろ
う
こ
饉
べ
た
と
執
け
て

い
″ゆ
″

イ午架・D7扁」

周参た の
'然

Eや る会

麻

″

は

９

４
ド

爾

Ｊ

力

２

写

力

６

考

％

縮

リ

ア

る
。



一̈

ゝニス
‐―「
」
み
「
Ｊ
“』
勒
「り
。‐

…
学
れ

Ｏ
こ
れ
ガ
い

，
の
が
つ
な
の
エ
ネ

ーしＦキ
ー
跛
手
な。
コ
″ヽ
フ
だ
ココ
ス
た
に
石
曰
ご

日

も

う

一
つ
の
う

―

ス

鰺
．
フ
・７

ノス

の
ゥ
ェ
ォ
リ
ア

れ
が

０
本

ど
饉

レ

ベ
ル
赦
射
継
廃
ナ栞
物
の
で
ノ
こ
ハ
給
す
る
こ
ｏう
。

っ
本
グ
に
、
曲「刺
劇
州
州
剣
「
州
レ‐
用
劉
Ｈ
川
刑
創
利
列
川
剰
劉
測
ソ

と

来
の
た
の
τ
、
４
２

賛

Я
が
キ

く
ェ
ろ

簿
め
、
フ
々

グ

グ
居

オ

に
ｔ
卜
核
廃

物
？
フ
ラ

人
キ

分

こ
ら

ろ
”
ヾ
ク
Ｌ
ル
メ
ア
ド

っ
な
で
対
分

η
る
と
い
う
ヽ

茨
に
の
グ
ロ
ー
バ
′し
に
時
付
，
税

金
の
キ

〕
ロ
ト
け
ん
ク
今

へ
／

ンヽが
♂
ぐ
る
パ
ク
ド
、
放
射
笹
物
彼
ぁ
′
釧
甘
ｎ
■

の
サ
‐ヽ

ロ

ド
に

ど
ん

／
ヽ
教

射

値
藩

タ
メ

物

が

持

ラ

４

よ

れ
る

と
ツ
ク

■

み
″
‘
が
各
一ぶ
一
あ

一■
１
ス
と
な
ど

，
本
の
マ
ス
コ
ミ
ド
ら
え
な

い
の
が
．

た
「

い
な

け
嚇

憮

喪

葬

″
婢

％
だ

輝

僣
る

電ヽ
島
〉
デ
ク

わ
ふ
や
つヽ
れ
や
？
嬌
力
が
あ
る
で

，
た
ろ
λヽ

爾
彰冗
モ
ｇ

妙
る
人
声
５
に
と
っ
て
け
７
フ
レ
ス
ｏ
ソ
一♂
ｏ

，
Ｆ

を
あ
つ
魯
Ｌ
ｌ

老

の
フ
シ

シ
ス
が

説

一博

維

′負
纏

を

′
ク

は
じ
め
た

一ヽと
Ｆ
六

口

中

国

り
早

虚

経

会

議

驚

夕

２

９

月

ρ
３

９
報

告

ど
覧

′■
千
分
■
んヽ

よ
り

ο
、こ
く
な
，
ｚ
ｌ
ス

い
ま
―
た
が

―
し

参

寄

値

綱

②
史

え

黎

合

は

同

月
”

２
０

～

曜
曰
θ

九
３
ふ中
Ｑ
　
五
ざ
③

■

７
月
中

に
つ
Ｆ
Ｄ
レ
ベ
七
疑
告
γ
物

の
ｎ
承
終

絆
分
の
腋
希

調

割

刻

「

現

劇

劇

引

創

『

釧

剤

割

司
＝
調
釧
列
冽

グ
ろ
径
差

あ
？
周
る

の
３
り
『
ヾ
曇

”
に

鷲

祗
７

を

誠

ワ
た
６
　

↓

６

顧

口
褐
島
χ
ア
教
粛

遊

る
ス
し
幕
秀
ス

ト
こ
．
乾

魚
ュ
ェ
乙

肴

Ｆ^

に

引
η
劇
釧
Ｊ
デ

尾
あ
ら
４

わ
た
シ
と
同
げ
゛
９
は
一７
″
風
俸

「
落

灰
れ
つ子
」
の
ビ

●ん
の

リ

カ
プ

Ｑ
石
ぉ

ほ
（
ェ
働

が
ウ

３

３ヽ
万

受
η
環
↑
ュ
ク
．
６
月
露
０

後

夕ヽ
生
わ

こ
徹
底
Ｌ
来
３

瑕
崎
百
Ｎ
が

あヽ
け
ざ
ス
イ
ス
イ
と
実
現
グ
て
る
ボ
ぇ
ｒ
び
ビ
こ

が
列
明
り
Ｒヽ
ｒ
”湾
島
ι
頻

み
増
こ
ｚ
Ｚ
多̈争
０
そ
直
下
Ｏ
め
ば

，
と
ど
で
る
ふ
嬢
響
う
あ
“っ
と
の
ヽヽ
と
。

と
も
磁

う
認

囃

？
ャ

法

に
つ
を

Ｌ

「
蔵

３
″
務
夕

，
賭

♯

メ

守

ぁ
る

の
に
，
３
・
″
後

「
耳

子

力
藤
２

，
鮨

燎

称
移
脚

」
が
制
定

て
・
弓

あ

薇

幕

メ

バ
ぶ

ｔ

辱

が
行

グ
、
働

た

ふ

浄

多

輩

κ

争

②

軟

め
賠

活
い
０

（
Ｊ

ム

ク

ー

タ
非
月
υ
乙

取
る
。た
の
、お

色
ア

人
名
ド

名
ク
ベ
マ
鰺
佑
Ｃ
と
福
島
〉の
ス
↑
′
υ微
収
グ
ｅ
こ
に
な
４
■゙
０
以

“
に
メ
チ
マ
２
％

。

ざ
ら
に
与
¨
こ

材
金

に
は
パ
生
電
”
収
の
こ
入
な

，
一
‘
０
津
う
ほ
わ
「

が
あ
る

の
ど
、
藤
が
Ｉ
７
啄
の
な
〈つ
に
上
の
じ
グ
ぐ
ぢ
‐ヽ
Ｌ
λ

老
リ
ツ
ク
し

う̈
こ
Ｃ

Ｆ
～
ιい
く
を
朱

一ｔ
漱
着

の
た
の
の
メ
律
だ
っ

た
と
い
夕
一与
″
が
あ
フヽ
わ
れ
ｚ
ス
な
よ
λヽ
た
。

名
ル
ん

の
腸

Ｊ́
ぶ
風
墟
屈

に
弊
７
な

い
ノ
ヽ

しも

）
ク

■

一凛
中郷
ｌ
ｉ
ｌ
　
申電

り
っ
し
も
，
Ｉ
ス

ス
と
鼻
８
２
月
宏
れ
フ
ト
こ
ぉ
緻
―
ご
２
／

０
港

わ
ｏ
笏
ι
ｎ
列
Ｌ
乙
ｕａ
λ

轟
髪
託
脚評
れい
いがくウ諄



口

例
会

の
れ

者

（
７
角

）

ｏ
参
議

地
域

ぬ
ｆ
省
０
、口
τ
池

たヽ
．
月
昴

，下
承
，

・子
押

・
山
口
県

漁

協

が

，
日
ｐ
Ｏ
で
´
社

３
７

１
か
け
“
〓

こ
の

を

０
杉
い
。

ワ
毎

俎

ら
あ

Ｋ
た

，
俸
「
″

ニ
カ
ネ
に
よ
る
オ
●
衡

一徽
ス
電ヽ

レ
け
を
¨
″
じ
ｔ
ｚ
，ｎ
矛
‘
ｔ
ば
い
よ
う

山
口
地

蓑

“石
ロ
ス
″

へ
仮
熱
分
こ

，
ι
立
て
。

Ｚ
曰
兵
ル
恭
γ
家
の
慕
口み
σ
８
９
４
ｏ
いｎ
くι
ｔ
た
。

従
っ
τ
ワ
０
ネ
曰

，
３
ウ
駿
菫
殊
金

の
わ
い
０
み
珈
ｎ
ド
は

周
い
合

わ
ゲ
ー
囃
兼

協
の
た
く
う
み
鰺
久
駄
。

↓

δ

ン

４

小

中

＾
ん

の

γ́

生

町

ι
の

Ｃ

れ

，

９

月

年

Ｌ
の
ス

′
ノ
戸巧
ング
こ
　
″
わ
グ
／
時
周
―
た
後
．
ム
粛
町
へ
．

る
燿
ザ
（％り子
（
″参
眸
承
２
ど
亀
博

リ

ン
グ

柱
車

ネ

琥

基

触
ｒ

２

定

へ
．
↑
劇
θ
人
鰤
啓
ｉ

ス
が
出
ｚ
り

の

ど

、
（
０
″
ζ
ホ
Ｆ
ば
っ
Ｚ
Ｉ

微

‐，
３
１

■

バ

ー
）

ｏ
現
″
に
行
つ
ｚ
み
ｚ
現
場

の
升
酬
が
こ
ｚ
も
オ
Ｐ
の
―ミ
が
２
′
し

驚
．
春

Ｄ

ェ
千

羽
勿

翠

た

い
努

る

倉

夕

議

。

仮
濠
橋
う
錯
が
ｚ
、
ゴ
゛
バ
ツ
つ
枡
，ｚ
〕
ｚ
と
ｚ
も
う
〕。
と
ｚ
も
環

、吃

に
阻

鷹

り

ヶ

中

電̈

の

り

る

易

‥

け

Ｄ
貯
２

年

い
。

・
ッ
冷

ｏ
新
向
び
．
台

ん
孝
窃

著
不
澤

去
ネ
ル
ギ
ー
タ
曝

調
査
会

０

山
本

メ

会

長

が

０

２

ネ
ル
ギ
ー

碁

不
計

画

に
？

ｚ
Ｆ
蠅

毎

の
多
立
弓
押
颯
に
対
象

丼
だ

」
と
ば
）だ
た
と
敦
伊
ら
ネ
【
が
、

こ
れ
Ｆ

マ
ズ

コ
ミ

ヘ
の
ｎ
く
め

ま
ι
と
―
ぃ
Ｏ
γ
乙
プ
ロ
ｏ

ぬ
■
Ｌ
ぼ
二
肉
落
鞍
た
ι
つ
く
る
ａ
″だ
し
、
あ
の
ィ
μ
ハ
も
い
り
魚

２延
路

，
ｒ？
ι
求
ネ
ば
、
ア
ど
に
■

，
あ

け
じ

，
Ｚ
い
る
こ
ち
え

ヮ^
α．

一
中

村
教
火
さ
ん
の
か

読
刻

濯

量

計

，ハ
名

ｆ
円
時
～

７
２
■
フ
η
月
」

れ
つ
０
乙
詠
や
ら
れ
る
そ
た
．

９

η

山

曰

ρ

時

時

～
１６

時

シ
ユ

脅

（
Ψ
多

ヒ
付

与
シ
∫
ク

セ
タ
イ

２

時
略
，
あ
あ
二
％
不
酸

子

力
の

制
Ｚ

ス
命

“
ル
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ｏ
３
・
２６

♀

ら
大

集

合

ι
主
催

し
た

黒

勁́

こ

盗

会

が
、

上
ェ譴
爾

Ｅ̈

と

ニノ
ー
マ
に
、
ふら

本
書
予
次
さ
ん
の

マ
れ
佑
∵
／
フ

し
の
く
Ｚ
ご
し
に
憾
り

ま
―

た
。

ェふ

本

で
ん

は
一奴
な
の
ね
め

シ
為

～

ン
布

ょ
奮

扁

●
る

蛇
バ

な
か
ネ
痩
ａ
ノ。
が
じ
―
ん
ご
協
ガ

よ
ろ
ク
ヽ

●́
の■ワかぶ■ン」硫哨昴れ珈パ知
，て
下さ口６

め
ら
い
∫
さ
ん
”
〓
２
川
こ
皮
″
″
二
と
ｔ
ｚ
伽
り
ｚ
ｔ，
た
％
オ
の
時

３
・″
が
な
り
ご
ス
人
の
Λ
な

，
の
た
め
に
台
分
の
技
術
が
ク
し
ど

も
肴
ｒ

立
で
り
本
ろ
だ
ぅ
し

，
貯
い
，
殊
Ｔ
５

浄

苓

手
・教
ほ
彙
“

」年

を
ス
に
。

ム
ニ
い
、
電
子
し
フ
オ
．
グ
ス
、
３
ズ

の
■
メ
い
が
お
７
１、ヽ
旅
斃
い
が
う
い
″
わペ

ぐ
ん
の
働
和
杯
が
Ｎ
離
だ
い
ら
行
が
博
い
ク
し
と
め
ら
ネ
【
が
、
じ
フ

ト
ネ

、
ミ
ク
リ
ク
一時
ド

「ヽ之
彼
ド
良
た
な
く
て
い
と
い
う
歩
で
伏

ば

ボ

勝

，
ｚ
‐

ヽ^彿
復
）
へ
。

豫
モ
予

次
作

ｒ

豪

場

び
Ｆ
セ
食
堂

理
の
ズ
７

ぐ́
た
り

い

魚

。

現

場

％

老

９
′

Ｐ
Ｄ
バ

も

っ
ｚ

い
う

の
に

っ
六

人

人

、
八
え

Ｋ

●
こ

竜

ぞ

絆
常
じ
卜
り
、″″
②
ヾ
ス
ト
こ
着
Ｉ

際
も
く
ょ
（″
②
ベ
ス
ト
が
で
ぉ
く
り
．

本
ち
１■
ひび
いボ
れ
だ
，ス
が
、と
にいく
一れ
も
♀
１
沖
発
手
餃
∩
）

６

夕
■
本
゛
せ
た
い
と
い
フヽ
Ｄ
ｖ
〕
ど
黙
句
一鍛

，
て
い
餞
こ
ミ
ろ
、
２
０
／
３
身^

は
ｎ
ゴ
ろ
い
う
、い
卦
琢
に
毬
ま̈
で
ネ
る
ょ
つヽ
に
な
４
／、
丼
ん
洲
に
ヵ
ち

て
診
る
こ
髪
け
る
し
台
饗
謳
じ
衿
晰
さ
れ
【
．

老
わ
が
う
つ
ら
ｏ
力
発
が
後

や
、
治
恭
②
っ
う
ざ
し
．
＆
鉄
の

ｔ
し
と
そ
う
し
な
キ
び
．ウ
ツ
ト
は
り
、
一
時
に
た
こ
ι

ｚヽ
る
は

じ
籠
甘
ち
よ
木
な
が
、
２
ア
を
１
９
月
ぃ
退
′

．

人
前

に
跨
る
の
↑
ご

ぅ
ぃ
だ

が

、
梶
Ｉ
）
ｏ
■
一発
孝

政

Ｋ
木

４

多
ス
ト
″紙
■
７
ｔ
魚
も
の
♪
一
人
し
―
乙ヽ
、
・化
の
作
上
豫
ス
ス
の
た
め
に

も
今
．
・
″
と
あ
”り
る
ニ
ス
仁
が
ぁ
る
し
ぃ
、
日
、
が
絢

ぃ
％

主
４
７

一′、．日

ぼ
遂
汀
し
認
め
た
の
に
な
・鼈
ゥ
け
澪
循

しヽ
な
い
し
い
り
ｆ
２

６

ネ
・口
い
〈
刀
が

多
Ｗ
・
本

ｚ
停
慮
ウ

ぶ
い
し

Ｄ
κ
ら
′．

あ
い
あヽ
拭
利
ご
．
蒙
危
ウ
の
、
れ
遜

予
，
え
‘
曖
い
花
ｚ
ト

ワ
る
よ
う
辱
肇
豪
及
作
象

と
哺
う
が
ト
レ
‐
を
ｏ
■Ｒ
Ｆ
と
認
？

Ｃ
る
ミ
し
び
、
〈γ
物
い
け
そ
の
よ
う
嗜
ミ
と
が
誘
ι
ａ
ｔ
本
お
で

こヽ

と
求
め
て
行
ぐ

ａ
乳

ｏ
現
Ｌ
東

京

た
表
Ｆ
樅

誅
？
６
子
頷

七
に
多
戒

洋
こ
ん

ら
／３
ス
ゅ

Ｒ

れヽ
ま
だ
２
口
飛
い
れ
み
グ

劉

が
、
あ
ι
セ
ら
に
，
１
攣
―
ン
ゃ
ル

ト

以
下
９
叡

ド
ク
グ
じ
６

血
轟

と
の
０
呆

ヵ

際

‘
塚
卍
１

士
銀
。



ο
が

２

３

グ
Ｆ

Ｆ
ス

乞

ろ

全
ど

が

ど
で
、
大
え
州

び
つ
準
ｔ

Ｅ

Ｒ

脅

％

ぶ
弩
⇔

堂
乃

ユ
ニ
オ

ン
共
九
州

０
９

３
１
よ

６
２
１
夕
７
／
２

０

伊

ガ

懸

禿

孝

上
像

‘

分

（
岩

日
塁

３

２
ο
／
ク
年

′
ｎ
ρ
日
の
墓
晋
ギ
の
だ
の
オ
グ
向

山肩
国
市

Ｐ
た
ク
ん
免
珍
プ

廊
時

，

ｒ

留

舎

嗚
時
～
え
ゲ
コ
イ
の
私

者
会

■
ヽ
■
０
）

０
．
ダ
ノ‐、、の
権
利
癬
劇
含
Ｄ
＃
３

る
‘

写
″
月
ノ
ρ”

″
時
ア
カ
～

れ鼻
人

，́
寿

ハ

ウ

会
お
水
漁
厖
立
後

ι
め
ダ
列
θ
い
平
３

２
。
／
７
年

ノ‐

月
ン

，
”

ρ
時
げ
タ
チ

チヽ
人

，́
行
間

秦

ニ
ハ

一輸

籠

？
之

理
以

禁

″
鷹

ん
析
「ヶ

歌

口

は
休

セ
＾
・

目

ｏ
発

中

管

″

林

主

客

会

の
ね

告

＝
Ｖ

ふ

〕

；
ら亀
悧ね考
ぶ
瞬
留会
鵞
２

ｏ

次
０

の
自
蕉
場

稚
烈
親
刊

び
Ｆ
証
ス
タ
孝
周
が
あ
ｚ
よ
吼

▼
村
ビ
ひ
ω
うえ
ル
タ
、高
ら
芸
釜
黎
え
”
劣
．

公
布

水
伽
′

止
め
親

劉
ど
ャ
拳

タ

ィ
向

酔一聾酬は続一摯れ
颯̈
””が

ヵ
６

の
‐我

列

は

こ
の
が
一刻
の
山
理
Ｊ

懲
る

し
の
ミ
こ
．

羽

２一Ｃ
Ｉ

び
体
・
夕
，
∫
，
９

Ｄ

曖

劉

哭
ピ

む
ゑ
η
ιト
ー

凸
菰

利
の
仔
合
ド
フ
ゼ

は
，
栽

列
録
は
ノ
ク
亀ヽ
〕
〓
ご

と
が
ゲ
Ъ

婦

の
仔
合

に
及
対
の
２
辱
的
ど
躇
え
し
が
．

（ス
ニ
ン
タ
の
新
列
９
敦
者
は
（
本
うえ
ｄ
仁
〉

３
日

②
置
秘
内
人
生
不
舎

が
、

・、，７

，
と
人

で

ぶ

プ
る
ヽ
力

こ

〕
た
だ

い
て
い
よ

ｔ

ト

下

ｎ『

著
え

ぐ
ん

が

７
∩
ｎ

日
、
え
奉
浴
例
木

ゥ
え

他

，
■
さ
れ
ま
―
卜
。′
ズ
グ
ー

ア・
・

ば
よ
う

プ
優
継
狸
ι

″
い
の
ク
ｏ
た
―

よ

範

目

合
苛

報
告

フ。!7■ 7nの合壱す継各一原だいらん仙 Dれフトヮーク
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″
．ク
，″
０
に

「
今
後
、
石
炭
に
投
資
す
る

こ
と
は
な
い
」
。
米
電
力
大
手

Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｇ
の
ラ
ル
フ

・
イ
ブ
ー

最
高
経
営
責
任
者

（Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

は
言
い
切
る
。
同
社
は
５
月
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
あ
る

２
カ
所
の
石
炭
火
力
発
電
所
の

開
鎖
を
決
め
た
。
２
０
２
１
年

に
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
発
電

所
を
停
止
し
、
自
社
で
運
営
す

る
石
炭
火
力
は
ゼ
ロ
に
な
る
。

イ
ゾ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

「単
に
経
済

性
の
問
題
だ
」
と
説
明
す
る
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
地
球

温
暖
化
対
策
の

「
パ
リ
協
定
」

か
ら
離
脱
す
る
の
は
、
支
持
基

盤
の
石
炭
産
業
を
支
え
る
狙
い

が
あ
る
。
だ
が
、
米
国
内
で
は

太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
投
資
が
着
々

と
進
ん
で
い
る
。
昨
年
新
設
さ

れ
た
発
電
所
の
６
割
超
が
太
陽

光
と
風
力
だ
。

一雇
用
の
支
え
に

中
西
部
ア
イ
オ
ワ
州
は
か
つ

て
４
０
０
以
上
の
炭
鉱
が
栄
え

た
が
、
今
や
全
米

一
の
風
力
発

電
の
都
だ
。
総
発
電
量
に
占
め

る
風
力
の
比
率
が
３
分
の
１
を

一̈

尋

ゞ

ハ

い

つ

‘

字

ヽ

長

二

事

ノ

ヒ

ゴ

く

可

夷

ヨ

雲

菫

ヨ

デ

３

ｏ

一

［̈一一〔一一一一一一」「̈一一̈̈一̈｛̈一一一̈一̈一一一一一一」̈“一』一一一̈属嘲砕「中　，，ヽをあ二一̈一一̈て（価風裁一琲̈餞̈い̈一̈̈̈
一一一一一̈一

・仲¢りこと
、再そ不ｉマ河削“υ”林彬竃恥獅旺痢印
″詢姉雄」は名罐廟箱務̈
一

ヒ
２
η
び
鰺
パ
ー
ス

ｐ
ｌ
ド
誌
ι
澤
「こ

争

ガ
川
手
み
ル
ギ

ー

に
ｔ
Ｚ
、
解
一′
は
〕
と
ヽヽ
う
こ

く
、
工
事
費
が
か
さ
む
。
太
陽

２６
％
に
下
が
る
と
見
込
む
。
し

人
ろ
ピ
材
グ
雑
う
時
儲
に入２
〕イ
のト
フζ
ノマの亭
叛
がウ
イ
ギ
Ｌ
　
勧軋
豚
畿
蝙
旨
め
い蝙
鵡
翻
纂
碁
麺

旧

瑾

匡

匡

Ｌ
匡

ｒ

屹

鰺

卜

鰤

が
急
増
す
る
。
す
で
に
買
い
取

日
本
は
削
減
余
力
が
小
さ
い
。

り
価
格
の
引
き
下
げ
で
国
内
市

削
減
が
不
十
分
だ
と
、
風
当
た

場
は
縮
小
、
需
要
の
伸
び
は
期

り
が
強
ま
る
懸
念
も
は
ら
む
。

待
で
き
な
い
。
政
府
は
技
術
開

発
支
援
で
コ
ス
ト
低
減
を
目
指

す
が
、
世
界
平
均
に
近
づ
く
の

は
早
く
て
も
３０
年
ご
ろ
だ
。

′
核
ご
み
公
表
へ
特
設
サ
イ
ト

経
済
産
業
省
は
２４
日
、
原
発
か

ら
出
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

機
の
ご
み
）
の
最
終
処
分
の
候

補
地
と
な
り
得
る
地
域
を
示
し
た

日
本
地
図
の
公
表
を
控
え
、
同
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
特
設
サ
イ

ト
を
設
け
た
と
発
表
し
た
。
月
内

に
も
地
図
を
掲
載
す
る
。
同
日
ま

で
に
、
全
国
の
都
道
府
県
知
事
と

市
区
町
村
長
に
宛
て
て
、
地
図
公

表
に
理
解
を
求
め
る
文
書
を
送
っ

た
。地

図
の
名
称
は

「科
学
的
特
性

マ
ッ
プ
」
。
縮
尺
２
０
０
万
分
の

１
の
全
国
地
図
を
塗
り
分
け
、
最

終
処
分
に
適
し
て
い
る
地
質
を
持

つ
地
域
か
ど
う
か
な
ど
を
示
す
。

自
治
体
向
け
の
文
書
は
、
世
耕

弘
成
経
産
相
が
今
月
１８
日
付
で
出

し
た
。
地
図
の
公
表
は

「国
民
の

理
解
を
深
め
る
も
の
で
、
処
分
場

受
け
入
れ
の
判
断
を
お
願
い
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
強
調
し

「日

本
社
会
全
体
に
と
っ
て
必
要
な
一

歩
だ
」
と
し
た
。

裁をあゎヽヽ夏多くた|ク ました,ヽ]PDラ県あ¢舎磁♭薪 孝分の青蓼r吉範ゲ4
「中国地方反原発反火電等住民運動市民運動連絡会議」常任幹事会(5/21三次)会議概要
<松江市市議会議員選挙…連絡会議代表芦原氏、時点で落選>
「2011年から6年、再稼動も審査が長引いており緊急の課題と一般的には捉えられていない

中、投票基準が「新人に」「女性に」となっていたのかも知れない。J

「ただ、市長選も同時に行なわれた中の出口調査では再稼動反対が 57%あつた。」
「高松の現地集会に参加した際は、市内デモの際家から出て来る方々もおられた。話を聞くと

『月 2回 ビラ入れをしている』と。松江市は市の規模が異なるがまだまだ働きかけが足りな
い事もある。あきらめることは無い。J

<各地報告>… 山口からは、前週のネットワーク例会での議事話題の中から「3月 県民集会

とその後の対応予定」「県漁協の策動」と、直近新聞報道のあつた「中電のボーリング調査実施

発表」について報告しておきました。
くその他各地報告より注意点>… 中電清水社長体制注視、NUMOの動き注意、株主総会には

今年も株主提案実施 (昨年は全国の会の交流も実施し、各電力会社の対応の違いも確認した

り)。 再生エネルギー政策と石炭火電の今後。石炭火電は「環境省が意見書Jと 報道されたりし

ているが、法的拘束力は無く、書面詳細確認すると過去の文面使い回していたりt)し ている。
<島根原発>
1号機廃炉決定自治体説明終了今後住民説明。とは言え使用済燃料 1つ とつてもどうするか。
2号機審査中。審査長引く中、事業者と規制委は「臨時会議」として意見交換実施。「第 34回

臨時会議議事録」では規制委から『 1号炉は廃炉等のための研究の為、3号炉は完成・燃料未

装入で何処にも入れる資料として活用』と言 う話が出た旨記録があると。他活断層について

も学会での新報告(予稿まで。本稿は現在されず)も 有り。
<エネルギーパンフ (昨年の交流総会で内容説明・討議実施…交流総会、通信に未報告誠に申

し訳ありません。)>… 8月 にA460頁ほどで発行予定。内容「易しくは無い」と。
<連絡会議交流総会>… 11/11(土 ),12(日 )。 広島。詳細決定後連絡。
<原発ゼロ。自然エネルギー推進連盟 (原 自連)>…現在他に全国的な組織もある。参加は

各団体で判断願います。
<今後>:中国電力への申し入れも必要だが、地元足元での活動、聯区続は力なり」が必要。

直ぐに考えられるのは地元自治体への申し入れ(請願又は陳情)と 思われる。
…間違いは無いと思いますが省略・表現変更等あり。文字ばかり誠に申し訳ありません。

に
従
事
す
る
労
働
者
が
３７
万
４

千
人
、
風
力
が
１０
万
２
千
人
な

の
に
対
し
、
石
炭
は
採
掘
と
発

電
な
ど
関
連
分
野
を
合
わ
せ
て

も
‐６
万
人
に
と
ど
ま
る
。

「パ
リ
で
な
く
ピ
ッ
ツ
パ
ー

グ
に
選
ば
れ
た
」
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
協
定
か
ら
の
離
脱
表
明
で

こ
う
説
明
し
た
が
、
ペ
ド

ュ
ー

ト
市
長
は

「協
定
に
従
う
」
と

即
座
に
反
論
し
た
。
か
つ
て
鉄

鋼
の
町
だ

っ
た
同
市
は
多
く
の

Ｉ
Ｔ
企
業
や
先
端
医
療
機
関
が

集
積
す
る
。
住
民
は
温
暖
化
ガ

超
え
、
州
の
雇
用
を
大
き
く
支

ス
削
減
が
地
域
経
済
を
潤
す
と

え
る
。
米
国
全
体
で
も
太
陽
光

考
え
て
い
る
と
い
う
。

米国で は石炭火力か ら再生エネルギーヘ

の転換が進む (ロ サ ンゼルスの ビルに設
置された太陽光発電パネル)=ロ イター

「再
生
エ
ネ
は
高
い
」
は
過

の
進
展
な
ど
で
、
風
力
や
太
陽

淑

０

制

酬

劃

留

ｄ
司
因
劉
引
湘
渕
捌
０

。
英

Ｂ
Ｐ
に
よ
る
と
、
世
界
の
石
炭

消
費
量
は
１５
、

‐６
年
と
減
っ
た
。

石
炭
は
今
、
市
場
経
済
に
よ

っ

て
淘
汰
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

導
入
費
か
さ
む

出
剣
Ｎ
劉
Ш
劉
利
用
副
刺
割
判
不

‥

ヽ

量か
ら
取
り
残
さ

れ
る

「
ガ
ラ
パ

ゴ‐
刻
“
「
か
着

し‐
［
σ
風
力
の

コ
ス
ト
は
世
界
平
均
の
１

・
６

倍
、
太
陽
光
の
導
入
費
も
欧
州

竹
内
康
雄
、

川
合
智
之
、
稲
井

創

一
、
多
部
田
俊
輔
、
榊
原
健
、

草
塩
拓
郎
が
担
当
し
ま
し
た
。

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
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中国電力株主総会

説得性のある反原発株主の主張

原発はごめんだヒロシマ市民の会 '伊違 純

量ξ轟発達≧ヒ鷲予[Мttil嚢i3豪
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日

場

裁判報告集会こ学習会のお知らせ

伊方原発差止仮処分について、山口地方裁判所岩国支部での第3回審尋期日が、8月 lo
日 (木 )午後 3時に決定しました。審尋は非公開なので、裁判所での傍聴はできませんが、

審尋終了後に下記のとおり報告会を開催します。また合わせて報告会の前に、ミニ学習会も

開催しますので、ぜひご参集下さい。

記

時  : 8月 10日 (木曜日)午後 1時から

所 : 岩国市中央公民館第 4講座室 (4階 )

岩国市岩国4丁目4-15(■L0827-43-0174)
※ 駐車スペースが 27台分しかありません。満車の場合、錦帯橋河原の駐

車場をご利用下さい。

【タイムテーブル】

1.学習会 (無料 )

◎ 午後 1時～

◎ 講師 中西 正之

日本科学者会議福岡核間

題研究会会員、元燃焼炉

設計技術者

◎ 内容

伊方原発の過酷事故対策

の問題

2 裁判報告会

午後4時～

この日の害尋の内容と今後の予定等について、弁護国から報告させて頂きます。

【問合せ先 l

伊方原発をとめる山口裁判の会  事務局 (周南法律事務所)

周南市弥生町3丁目2番地 電話 (0834-31-4132)
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